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日本語には外来語が多く取り入れられてい

る｡ その外来語のうち特に多いのは英語起源

の外来語である｡ 外来語および和製英語の研

究家であるジェームズ・スタンローは日本語

の ｢日常言語に占める英語の割合が10パーセ

ントにもなる｣１) と述べている｡ また､ 『岩

波国語辞典』 第三版に収録されている外来語

のうち約80パーセントが英語起源である｡ こ

の英語起源の外来語は大きくカタカナ英語と

和製英語に大別される｡ 時にこの２つは混同

してあたかも同義語のように使われている｡

しかしカタカナ英語と和製英語には違いがあ

る｡ 即ちカタカナ英語が例えば ｢コンピュー

ター｣ などのように英語の発音を単にカタカ

ナに置き換えただけでその英語の原義と同じ

意味で使われているのに対し､ 和製英語は例

えば ｢オーバードクター｣ などのように英語

を使用しているが､ 英語としては理解不能で

あったり､ 英語の原義をかけ離れた意味で使

われている､ いわば日本語化された英語もど

きの語彙であり英語の正用法としては認めら

れていないものである｡

本小論では､ まずカタカナ英語・和製英語

の先行研究と辞典､ 特に和製英語に関する最

近の研究を概観したい｡ また前回筆者の論文

(静岡産業大学論集 『環境と経営』 第19巻第

１号) (2013年６月) でも論じたように､ オ

ンライン・ディクショナリーのメインテナン

ス実務の過程で筆者が新聞から集めた最近の

カタカナ英語と和製英語の実例を挙げた後､

特に和製英語の特徴を見届け､ 日本語におい

て現在も増え続けるカタカナ語・和製英語の

背景や理由を考えたい｡ また外来語に関する

諸外国の状況や立場と我が国の国語審議会の

外来語一般に対するスタンスを確認した後､

カタカナ英語・和製英語の問題とはいかなる

ものでそれらの将来の展望はどのようなもの

かについて考察したい｡� ��������������������
言語学の中における外来語研究は比較的マ

イナーな分野だと考えられ､ 当分野では組織

的な研究が行われてきたとは言い難いものの､

その大きな流れを概観したい｡ 加島によれば､

｢カタカナ英語及び和製英語を含む外来語研

究の草分け的な存在として､ 荒川惣兵衛と楳

垣実の二人｣２) が挙げられる｡ 前者は第二次

世界大戦以前から外来語研究を始め､ 日本語

になった英語の研究からスタートし､ 昭和16

年に中型の外来語辞典を編集した後､ 現在の

大型の 『外来語辞典』 第２版､ 角川書店､

1977年の編集に至った業績で知られている｡

中でも当辞典の強みは用例や出典が充実して

いることである｡ また後者は 『日本外来語の

研究』､ 研究社､ 1963年の著作を著した後､

1972年に 『増補外来語辞典』､ 東京堂を出し

ている｡ その後の研究書としては､ 吉沢典男

の 『外来語の語源』 角川書店､ 1979年､ また

同氏の 『図解外来語辞典』 角川書店､ 1979年

がある｡ また同年には 『コンサイス外来語辞

典』 が三省堂から出ている｡ また､ 1981年に

は日東書院から 『外来語辞典』 が世に出た後､

加島祥三の 『英語の辞書の話』 講談社､ 学術

文庫本､ 1986年､ 続いて同氏の 『研究社カタ
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１) ジェームズ・スタンロー 『和製英語と日本人』
新泉社���� ���������

カタカナ英語と和製英語
－最近の傾向を中心として－

須 部 宗 生

２) 加島祥造 『カタカナ英語の話』 南雲堂�������������



カナ英語辞典』､ 研究社､ 1987年が出版され

た｡ さらに同氏は 『カタカナ英語の話』 南雲

堂､ 1993年を出している｡｣３)

また最近では､ 特に学問的かつ組織的研究

書とは呼べないものの､ 特に外国人著作によ

る､ 和製英語の問題を扱った英語学習図書が

多くみられる｡ 例えば､ スティーブン・ウォ

ルシュ氏の 『恥ずかしい和製英語』 2005年､

デイビッド・セイン氏の 『その英語ネイティ

ブは笑っています』 2010年や 『その英語ネイ

ティブはハラハラします』 2011年の類である｡

例えば､ ウォルシュは和製英語の ｢ターミナ

ルホテル｣ (英語では ｢末期のホテルなどの

妙な意味に誤解される可能性が大きい)４) や

｢マンション｣ (英語では ｢大邸宅｣の意味｣)５)

などの例を挙げている｡ またセインは､ 特

に和製英語が氾濫していると思われる野球に

関する表現として､ ｢ランニングホームラン｣

(英語ではinside-the-home run)６) を指摘し

ている｡ 確かにこれらの著は和製英語を英語

の正用法と安易に思い込んで覚えてしまう日

本人の英語学習者にとっては､ 意味のある学

習書となりうるだろう｡ また実際にアメリカ

本土で平均的なアメリカ人に対して行い､ ど

の程度いわゆる和製英語が理解されるかに関

して調査したアンケート調査である､ 石戸谷

資による 『和製英語アメリカを行く』 1993年

という異色で興味深い著書もあるし､ 赤川氏

の 『カタカナ語の話』 1994年など､ カタカナ

語を日英文化比較という切り口で言葉の背後

にあるものを興味深く探ろうとした著作もあ

りそれぞれ存在意義があると思われる｡ しか

しながらそのいずれもがカタカナ英語や和製

英語を学問的かつ組織的な見地に立って論じ

たものとまでは言えない｡ その点､ より大き

な観点から論じたカタカナ英語・和製英語に

関する著作としては､ 松田氏の 『日英語の交

流』 1991年､ 加島氏の 『カタカナ英語の話』

1994年そしてジェームズ・スタンロー氏の

『和製英語と日本人』 2010年がある｡ 特に注

目すべきは､ スタンロー氏は和製英語をいわ

ゆる美しい日本語の汚染者としてはとらえて

はいない点である｡ それどころか､ 和製英語

は日英語の言語・文化接触のダイナミズムの

結果生まれるもので､ 日本独特の文化の創造

に寄与するものだとの立場に立っている｡� ��������������������
既述したように､ 筆者は長年オンライン・

ディクショナリーの保守管理の実務を行って

いるが､ その過程で新聞の中から過去に集め

た､ 純然たる ｢和製英語｣ だと思われるもの､

さらには和製英語のように見えて実は英語の

正用法であるものを仮に ｢和製英語もどきの

カタカナ英語｣ として以下に列挙する｡ また

便宜上､ 和製英語が特に多い分野と思われる

スポーツ関連のものとその他に分類する｡ さ

らに一般的に人口に膾炙した語彙を掲載する

と判断される一般紙に載ったカタカナ英語・

和製英語のおおよその傾向を見届けることが

主たる目的である故､ その英訳はここでは省

略し､ それらの羅列にとどめる｡

１) スポーツ関係和製英語

｢デッドヒート｣ ｢ジャンピングスロー｣

｢クロスボール｣ ｢バトンタッチ｣ ｢ネクスト

バッターズサークル｣ ｢キャッチボール｣ ｢フ

ライングレシーブ｣ ｢セーフティバント｣ ｢チェ

アスキー｣ ｢スタンドイン｣ ｢バックスクリー

ン｣ ｢トライゲッター｣ ｢クロスプレー｣ ｢ヒー

ローインタビュー｣ ｢サインプレー｣ ｢ファン

サービス｣ ｢サインボール｣ ｢シートノック｣

｢トスバッティング｣ ｢ビート板｣ ｢キャンプ

イン｣ ｢ノーシード｣ ｢ストライクアウト｣

｢コーチャーズボックス｣ ｢タッチアウト｣

｢グランドゴルフ｣

２) その他の和製英語

｢マルチタレント｣ ｢水上バイク｣ ｢電子レ

ンジ｣ ｢グラスボート｣ ｢ペーパードライバー｣

環境と経営 第19巻 第２号 (2013年)

― 128 ―

３) 加島祥造 『カタカナ英語の話』 南雲堂����������～���
４) スティーブン・ウォルシュ 『恥ずかしい和製
英語』 草思社���������～��

５) スティーブン・ウォルシュ 『恥ずかしい和製
英語』 草思社����������～���

６) デイビッド・セイン 『その英語ネイティブは
笑っています』 青春出版社������������



｢ボリュームゾーン｣ ｢モデルルーム｣ ｢タイ

トルロール｣ ｢マイナスイメージ｣ ｢ガスコン

ロ｣ ｢サイドリーダー｣ ｢セールスポイント｣

｢チャレンジスクール｣ ｢サービス精神｣ ｢ス

ケールメリット｣ ｢サインペン｣ ｢ランクイン｣

｢バッティングする｣ ｢キャッシュバック｣

｢マスコットキャラクター｣ ｢チャレンジ精神｣

｢ノンステップバス｣ ｢電気ポット｣ ｢マイボ

トル｣ ｢メガソーラー｣ ｢メントレ｣ ｢メルヘ

ンチック｣ ｢乙女チック｣ ｢ブックカバー｣

｢エンディングノート｣ ｢オーバードクター｣

｢リソートマンション｣ ｢オーブントースター｣

｢ハンドルネーム｣ ｢サインボール｣ ｢メンチ

カツ｣ ｢コッペパン｣ ｢シャッターチャンス｣

｢カーブミラー｣ ｢キャンピングカー｣ ｢マイ

ブーム｣ ｢トレーラーハウス｣ ｢SA｣ ｢PA｣

｢プラス思考｣ ｢マイナス思考｣ ｢ジェットコー

スター｣ ｢ペアルック｣ ｢マナーモード｣ ｢ブ

ラインドタッチ｣ ｢ゴールド免許証｣ ｢ホーム

ドラマ｣ ｢デノミネーション｣ ｢ホットカーペッ

ト｣ ｢インターチェンジ (IC)｣ ｢アピールポ

イント｣ ｢マナーアップ｣ ｢オンパレード｣

｢プラスアルファ｣ ｢グレードアップ｣ ｢フリー

ダイヤル｣ ｢モーニングサービス｣ ｢ランチョ

ンマット｣ ｢モンスターペアレント｣ ｢イメー

ジダウン｣ ｢マスコットキャラクター｣ ｢ホー

ムパーティー｣ ｢ツーショット｣ ｢パラサイト

シングル｣ ｢バージョンアップ｣ ｢ベビーカー｣

｢テープカット｣ ｢食品ロス｣ ｢マンガチック｣

｢アバウトな｣ ｢ドクターヘリ｣ ｢ストップ安｣

｢コインパーキング｣ ｢ブルーシート｣ ｢サイ

ンペン｣ ｢ワンボックスカー｣ ｢レベルアップ｣

｢ギャルママ｣ ｢エステテイックサロン｣ ｢ス

タンドプレー｣ ｢カロリーオフ｣ ｢システムダ

ウン｣ ｢ゼロゼロセブン｣ ｢ムードメーカー｣

｢フロントガラス｣ ｢バックミラー｣ ｢グルー

プサウンズ｣ ｢フリーター｣ ｢ゴールデンタイ

ム｣ ｢ビジネスチャンス｣ ｢オートレース｣

｢パイプ役｣ ｢プチトマト｣ ｢コピペ｣ (コピー

アンドペイストは英語) ｢レジ袋｣ ｢アイスキャ

ンディー｣ ｢ベビーラッシュ｣ ｢ピンチハンガー｣

｢キャンピングカー｣ ｢イメージキャラクター｣

｢メディアジャック｣ ｢オートキャンプ｣ ｢パ

ワースポット｣ ｢トレパン｣ ｢レジャースポー

ツ｣ ｢マイペース｣ ｢バイキング (料理)｣ ｢ラ

イトノベル｣ ｢フェミニスト (｢女性に優しい

男｣ の意)｣ ｢ミキサー｣ ｢ゴーサイン｣ ｢ボー

リング調査｣ ｢イートインコーナー｣ ｢リスト

アップ｣ ｢セット価格｣ ｢ワンポイントアドバ

イス｣ ｢企業マインド｣ ｢ウエス｣ ｢ビューラー｣

｢クレーム｣ ｢オールバック｣ ｢ロールキャベ

ツ｣ ｢キックスケーター｣ ｢ファミレス｣ ｢エ

ンタメ｣ ｢ライトダウン｣ ｢アイドリングストッ

プ｣ ｢フリーライター｣ ｢ゴ－サイン｣ ｢デリ

バリーヘルス｣ ｢ホームドア｣ ｢メークドラマ｣

｢ハリポタ｣ ｢イメージソング｣ ｢スタートラ

イン｣ ｢ボンネットバス｣

３) 和製英語もどきのカタカナ英語 (一見和

製英語のように見えるが正しい英語)

｢スポーツドクター｣ ｢ファミリーレスト

ラン｣ ｢ワンタッチプレー｣ ｢スタンプラリー｣

｢セットプレー｣ ｢マッチプレー｣ ｢ポジショ

ニング｣ ｢ナンバープレート (英国語法)｣

｢ハングリー精神｣ ｢ボイストレーニング｣

｢ヘッドライト｣ ｢スイッチヒッター｣ ｢イメー

ジトレーニング｣ ｢スーパースプレッダー｣

｢リスクコミュニケーション｣ ｢トレールラン

ニング｣ ｢ベストミックス｣ ｢グローバルスタ

ンダード｣ ｢ホットプレート｣ ｢オウンゴール｣

｢スキミング｣ ｢モノクロ写真｣ ｢コンビニエ

ンスストア｣ ｢ネイルアート｣ ｢フリーペーパー｣

｢ワーキングプア｣ ｢ワンタイムパスワード｣

｢アイデアマン｣ ｢セールストーク｣ ｢ダイビ

ングスポット｣ ｢スルーパス｣ ｢パワーゲーム｣

｢ゲーマー｣ ｢マッサージチェア｣ ｢ドクター

フィッシュ｣ ｢ノーヒットノーラン｣ ｢グルー

プディスカッション｣ ｢ワンストップサービ

ス｣ ｢スポーツドリンク｣ ｢ベビーバス｣ ｢ホー

ムアンドアウェー方式｣ ｢シーソーゲーム｣

｢オピニオンリーダー｣ ｢トークショー｣ ｢チャ

イルドシート｣ ｢トーンダウン｣ ｢ロービジョ

ンケア｣ ｢クラフトビール｣ ｢テーブルマナー｣

｢ボタンダウンシャツ｣ ｢ターンオーバー｣

｢ペーパータオル｣ ｢スリーピース｣ ｢ファス

トファッション｣ ｢ウイニングボール｣ ｢スケー

ルアップ｣ ｢キャッチフレーズ｣ ｢ポイントカー

ド｣ ｢サバイバルナイフ｣ ｢ファンヒーター｣
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｢プロテスト｣ ｢リアルタイム｣ ｢パワーウイ

ンドー｣ ｢ミックスベジタブル｣ ｢センターラ

イン｣ ｢ノーワインドアップ｣ ｢クイックモー

ション｣ ｢セットポジション｣ ｢コンパクトシ

ティー｣ ｢コールセンター｣ ｢チャイルドシー

ト｣ ｢スピードアップ｣ ｢クーリングオフ｣

｢ニューフェース｣ ｢プレイルーム｣ ｢ガイド

マップ｣� ��������－１ 形態から見た特徴

一見無秩序に生まれる和製英語のようでは

あるがその形態はいくつかに分類できる｡ 前

章で筆者が集めた用例も交えて加島の提示す

る方法で以下に分類してみる｡

１) クロスオーバー語

これは特に２つの言語を起源とする語彙が

混成して成立したと考えられる和製英語であ

る｡ 例えば ｢ジャリトラ｣ などが考えられる｡

即ち ｢砂利｣ の部分は日本語で ｢トラ｣ の部

分は英語の ｢トラック｣ を示している｡ また

｢カラオケ｣ などがある｡ しかしこのクロス

オーバー語の中には ｢企業マインド｣ や ｢食

品ロス｣ などのようにまだ全体をカタカナで

表記するのではなく､ 一部を日本語表記にし

て示すものも少なくない｡ これらは今後全体

がカタカナ表記に移行していく過程にあると

も考えられる｡ なぜなら ｢乙女チック｣ など

は日本語表記と英語起源の部分のカタカナ表

記が混じっているものの､ 同じメカニズムで

成立したと判断される ｢マンガチック｣ は全

体がカタカナ表記になっているからである｡

さらにクロスオーバー語のなかには ｢バンド

する｣ など英語に日本語の動詞 ｢する｣ を加

えて使う場合も少なくない｡ また ｢エレガン

トな｣ ならまだしも ｢オーバーな｣ など和製

英語の形容詞用法例も散見される｡ いずれに

しても以下クロスオーバー語の実例である｡

英訳と共に列挙する｡

・ガスコンロ (ガス＋焜炉) (gas stove)

・アテレコ (当て＋レコーディング) (dub-

bing)

・満タン (満＋タンク) (filling up the

tank)

・チャレンジ精神 (チャレンジ＋精神)

(willingness to take on challenges)

・レジ袋 (レジスター＋袋) (checkout

bag)

・セット価格 (セット＋価格) (bundle(d)

price)

・ストップ安 (ストップ＋安い) (maxi-

mum loss allowed by the Stock Ex-

change)

・アバウトな (アバウト＋な) (irresponsi-

ble, unreliable)

２) 尻切れ語

これは語彙全体のうち後ろの部分を切り捨

てて表記するタイプの和製英語のことである｡

例えば､ ｢デパート｣ ｢アパート｣ は英語では

各々､ department store, apartment house

となるはずである｡ この尻切れ語の類の省

略語はカタカナ英語を和製化する場合だけに

みられる特徴かと言うとそうでもない｡ なぜ

なら純然たる日本語であるはずの ｢携帯電話｣

も日常的には ｢携帯｣ と頻繁に略していう場

合が多いからである｡ またこのグループの中

にはご丁寧に尻切れ語が二重に使われている

場合も見られる｡ 例えば､ 筆者の集めた実例

の中で言えば ｢ファミレス｣ である｡ これは

英語のfamily とrestaurantの２つの各々の

語彙の後ろの部分を切り捨てた形を成してい

る｡ また最近の和製英語のうち尻切れ語とし

ては今回の筆者のデータの中でも ｢メガソー

ラー｣ があった｡ それは英語としてはmega

solar power plantと言うべきである｡ さら

に最近の傾向として例えば ｢サービスエリア｣

｢パーキングエリア｣ ｢インターチェンジ｣ と

言うべきところを ｢SA｣ ｢PA｣ ｢IC｣ と表記

している日本独自の表記法が見られるが､ こ

れも敷衍して考えれば一種の和製英語の一種

であると考えられる｡ 以下その他の実例を､

その元となったと考えられる英単語と共に列

挙する｡

・イラスト (illustration)

・ビル (building)

・メントレ (mental training)

・コピペ (copy and paste)

・トレパン (training pants)
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・エンタメ (entertainment)

・ハリポタ (Harry Potter)

・パソコン (personal computer)

尤もここで挙げた ｢トレパン｣ に相当する

と思われる英語のtraining pantsは日本語と

は別意の､ ｢幼児の用便練習用パンツ｣ とい

う意味で使用されている｡

３) 首なし語

これは２) の尻切れ語とは反対に語彙全体

の前の部分を切り取ってしまう和製英語であ

る｡ 例えば英語ではsewing machineと言う

べきところを和製英語では､ machineの部分

だけを ｢ミシン｣ というような場合である｡

しかしこの実例は尻切れ語と比べ格段に少数

だと思われるし､ 筆者が今回の小論のために

集めた用例の中にもこの首なし語と思われる

用例は ｢フリーター｣ (語源は英語＋ドイツ

語のfree-lance Arbeiterで､ ｢ター｣ の部分

が首なし語と考えられるが､ ｢フリー｣ の部

分は尻切れ語と思われる｡) と ｢ホームドア｣

(語源は英語のplatform doorで ｢ホーム｣

の部分が首なし語と判断される) の２つだけ

であった｡ 以下その他の実例である｡

・ニス (varnish)

・ネル (flannel)

４) 順序入れ替え語

これは多くの外来語研究者が認めた分類で

はなく､ 筆者が特に独自で考え出したもので

あるが､ 日英で語の順序が入れ替わったもの

である｡ このような類は数少ないと思われる

が今回のデータの中から､ 和製英語と正当な

英語とは単語の順序が逆になっていると思わ

れる用例が２つだけ見つかった｡ 即ち１つめ

は ｢ロールキャベツ｣ である｡ 『新英和大辞

典第５版』 によればこれはcabbage rollとなっ

ている｡ また２つ目は ｢オーブントースター｣

で英語ではtoaster ovenである｡�―２ 意味内容・成立過程から見た特徴

ではさらに以上のような形態的特徴からで

はなく筆者が新聞から集めた和製英語のサン

プルを意味内容やその成立過程の観点から以

下のいくつかに分けてみる｡

１) 部分的には正しい英語とみられる和製英

語

以下の和製英語はそのまま英語発音で言え

ば英米人でも理解できるのではないかと推測

されるものである｡ なぜなら例えば ｢セール

スポイント｣ は正しい英語では､ selling

pointだったり､ ｢マスコットキャラクター｣

は単にmascotだったりその一部が英語とし

ても成り立つものだからである｡ またこのこ

とを裏付けるように､ 石戸谷が米国で行った

アンケート調査の中の例えば､ 和製英語であ

る ｢サラリーマン｣ の意味は案外､ 現地の人

たちに理解された７)との報告もある｡ 以下そ

の他の実例である｡

・キャッチボール (playing catch)

・ジャンピングスロー (jump throw)

・グラスボート (glass-bottom boat)

・スケールメリット (the merit of scale)

・システムダウン (system failure)

・ビジネスチャンス (business opportu-

nity)

・イートインコーナー (eat-in section)

２) 日本生まれのものやその概念を表した和

製英語

次は日本人が日本で生まれたもの及びその

概念を英語を駆使し表現したタイプの和製英

語と考えられるものである｡ 因みにKODで

は ｢チャレンジスクール｣ を以下のように英

語に訳している｡

チャレンジスクール [不登校経験者･高校

中退者を受け入れる定時制･単位制の都立高

校] a“challenge school”; a part-time,

credit-system Tokyo Metropolitan high

school that specifically accepts dropouts

and students with a history of nonattend-

ance.

また山口によると､ ｢キックボクシング｣

も日本生まれの和製英語であるとのこと

だ｡８)

以下その他の実例である｡

・ゴールド免許証 (gold license; (説明的に
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は) driver's license [《英》 driving

licence], valid for three years for those

over seventy years of age and for five

years for those under seventy, issued

to drivers with no violations in the

previous three or five years)

・グランドゴルフ [ゴルフに似た日本起源の

球技] (ground golf)

３) 日英で異なる意味の和製英語

以下は日本語と英語では意味が微妙に大き

く異なる和製英語である｡ 例えば､ ｢デッド

ヒート｣ は英語では日本語のように ｢激しい

競り合い｣ を意味するものではなく､ ｢同直

で勝ち負けが成立しない試合またはレース｣

の意味である｡ また ｢ベビーカー｣ は日本語

のような ｢赤ん坊を寝かせて運ぶもの｣ の意

味は英語にはなく ｢小型自動車｣ の意味であ

る｡ 以下その他の実例である｡

・ブックカバー (book wrapper, (dust)

jacket) (英語で言えば ｢表紙｣ の意味)

・マイブーム ((temporary) personal ob-

session) (英語で言えば ｢私のにわか景気｣

の意｡

・デノミネーション [100円を１円にするよ

うな通貨の呼称単位の切り下げ] ((cur-

rency) redenomination [revaluation];

dropping [trimming, lopping] 《two》

zeroes 《from the yen》; [通貨の呼称

単位の変更] renaming a monetary

unit; (a) redesignation [change] of the

name of a monetary unit (英語で言え

ば単に ｢貨幣の単位｣ の意味で､ 日英で別

のものを指す)

・ベビーカー (baby carriage; pram) (英

語で言えば ｢小型の車｣

・ミキサー (blender) (英語で言えば ｢大型

工業用ミキサー｣

・フェミニスト [女性崇拝者] (admirer

[adorer] of women; ladies' [lady's]

man; [女に甘い男] man who is un-

usually kind [obliging] to women;

chivalrous [gallant] man (英語で言えば

｢女権拡張論者｣)

・バイキング smorgasbord; all-you-can-

eat buffet (英語では８～11世紀に活躍し

た北欧人)

・クレーム complaint; objection (英語で

は ｢請求・要求・主張｣)

・カンニングcheating (in an examina-

tion) ; cribbing (英語で言えば ｢狡猾な｣)

４) その他､ 日本独自の創造的和製英語

和製英語の中には時にわれわれ日本人も感

心するほど上手くできたと思われるものも少

なくない｡ この分類は前の２) とやや重複す

ると思われるが､ 特にここではジェームズ・

スタンロー氏の言う和製英語のダイナミズム

の表れとでも呼ぶべき､ 日本人の創造した独

特の和製英語と考えられるものを挙げてみた

い｡ また因みに日本人全体による創造的和製

英語とは言い難いが､ 往年のジャイアンツの

三番打者で現ジャイアンツ名誉監督である､

長嶋茂雄氏が作ったとされる､ ｢メークドラ

マ｣ は異色の存在であり､ その後も多くの日

本人に愛され使われ続けている｡ 以下筆者の

集めたデータから一部の実例を2013年６月に

既に扱った ｢シェアハウス｣ など９)を除いて

KODの英語訳と共に列挙する｡

・ネクストバッターズサークル (the on-

deck circle)

・ヒーローインタビュー (interview with

the star of today's game)

・サイドリーダー (supplementary reader)

・エンディングノート (notebook explain-

ing how one wants one's body, prop-

erty, etc. to be disposed of after one's

death)

・オーバードクター (person who has fin-

ished a doctoral course and is still

looking for a job)

・ボリュームゾーン ([全体の中で最も多数

が属する価格帯･年齢層･商品群など] (the

main《price range》; the largest《age

group》; the bulk《of merchandise》)

・マナー・モード (the silent mode; the

silent ring [silent-ring] mode)

・バッティングする (clash [collide, con-
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tend]《with…》)

・ジェットコースター (roller coaster)

・シャッターチャンス) (the right timing

[a good opportunity] for taking a good

photograph; the best [right] moment

to take a good picture)

・ブラインドタッチ (touch-typing)

・ホームドラマ ((TV) drama depicting

family [home] life)

・モンスターペアレント (parent who

makes selfish and unreasonable de-

mands on behalf of his child)

・パラサイトシングル (unmarried person

who, unable to stand on his own, lives

with and is supported by his parents)

・ドクターヘリ (medical helicopter with a

doctor aboard)

・ベビーラッシュ (spate [flood, rush] of

births)

・パワースポット (place with mysterious

mystical powers; place which imparts

(supernatural) spiritual energy)

・ ア イ ド リ ン グ ス ト ッ プ (stopping

[switching off] the engine when a vehi-

cle is not moving)

・ゴールデンウィーク (the period between

late April and early May when a se-

ries of national holidays fall in close

succession)

・カルチャースクール (open school for

adult education; school offering adult

education classes)� ���������������������―１ 歴史的・社会的状況及び国民性の基

づくもの

現在もカタカナ英語や和製英語は加速度的

に増え続けているといっても過言ではない｡

これは松田も指摘しているように､ ｢アメリ

カの国民的辞典である 『ウエブスター第３版

(1961)』 の総見出し語数45万のうち英語とし

て認められた日本語起源の語彙の数は328個

に過ぎず､ 英語に対する日本語の貢献は僅少

で皮相的に過ぎない｣｡10)

しかし､ そもそも日本の歴史をひも解いて

みれば､ 西欧からの外来語よりもずっと先に

中国から漢字そのもののみならず､ 大量の漢

語という外来語を導入し､ それを日本語化し

ていたという事実がある｡ このことで日本人

には外来語の導入とそれを日本語化するとい

うことに慣れ親しむという国民性が形成され

ていったと考えられる｡ やがてこれが下地と

なり､ 特に明治維新後､ 英米から多くのこと

を学ぶこととなった日本が多くのカタカナ英

語や和製英語を日本語に導入するという流れ

につながったのではないだろうか｡ その後日

本は第二次世界大戦で英米をはじめとする連

合軍に敗北するが､ この敗戦が結果的にカタ

カナ英語・和製英語の増加に拍車をかけたと

考えられる｡ この敗戦で日本人の心に中に英

米に対する劣等意識､ さらには羨望､ 憧れと

いう気持ちが強く植えつけられたはずである｡

また戦後日本はアメリカの指導の下に､ 英米

中心の教育を始めた影響もあるだろう｡ また

さらに戦後日本が行った漢字制限も影響した

のではないだろうか｡ それまで英語起源の外

来語を漢語に置き換えるという努力はあった｡

例えばadult educationを ｢成人教育｣､

chain reaction を ｢連鎖反応｣ などと意訳

したケースである｡ しかしこのような例は少

数派にとどまり､ 多くの英語由来の外来語は

そのままカタカナ表記にされるか､ 和製英語

化されるという道をたどったと考えられる｡

しかし積極的にその道を選択したと言うより

も､ 加速度的に増える英語由来の外来語を漢

字に意訳するには労力も時間も不足していた

というのが実情はなかったかと推測される｡�―２ 日本語の言語性に基づくもの

以上みたように､ 日本語にカタカナ英語や

和製英語が多用されるようになった背景とし

て歴史的・社会的状況およびその中で培われ

ていった日本人の国民性があったことは否定

できない｡ しかしそれだけで日本語に外来語

そのものが多い事実を説明はできないし､ 前

カタカナ英語と和製英語

― 133 ―

��) 松田裕 『日英語の交流』 研究社出版�������������～�



述以外の要素もあったと思われる｡ 例えば日

本語そのものの言語の特徴が外来語を摂取す

るのに本来的に向いていたのではないかとい

うことである｡ 『新英語学辞典』 によれば接

辞を多く使う日本語は膠着語に分類されてい

る11)が､ ｢～は｣ ｢～に｣ ｢～を｣ などの助詞

の使用によって､ 語順に制約されることない

という膠着語としての日本語の特性そのもの

が外来語を自由に導入する上で有利に働いた､

と考えられる｡� ���������
日本だけでなくおよそ世界のどの国でも当

然のことながら､ 外国との交流があり､ その

結果外来語が多く使われている｡ ではここで

外国の言語においては､ 外来語はどの程度使

われているのか､ また外国語に対する彼らの

国策たるものはどんなものか､ イギリス､ フ

ランス､ ドイツのケースを概観したい｡ まず

イギリス人は基本的に外来語の使用に関して

は寛容でありやや成り行き任せ的な態度をとっ

てきたようである｡ しかしながら､ これは彼

らがそうせざるを得なかった､ とするのが実

情だと考えられる｡ 即ち､ この態度の背景の

奥深くには､ 11世紀の ｢ノルマン人による征

服｣ があると推測される｡ 即ち現在のフラン

スによるイギリスの屈辱的な征服とみられる

イギリス史上の大事件である｡ これにより､

イギリス人の元来のアングロサクソン語とフ

ランス語が混在する結果になった｡ この英国

言語の基本的二重構造は､ 中国の漢語と大和

言葉が混在する日本語の構造と偶然にも酷似

している｡ その結果､ 日英両語がやや雑然と

したものとなったことは否定できないものの､

加島も述べているように､ 日英語の基盤となっ

た ｢両系統の言語の混在や融合の結果が有利

に働き､ 実に柔軟自在な言語になった｣12) は

ずであり､ これが､ 筆者も痛感している日英

両語に共通するダイナミズムではないかと考

えられる｡ そしてそれを裏付けるように日英

でも共通して外来語を自国言語化する傾向が

強い｡ 即ち､ イギリスでも特に外来語をその

まま使用することは極力避け､ 発音､ 綴り字

の両面において英語化する傾向が強い｡ また

この傾向は日本においても､ 今なお増え続け

る和製英語に如実に表れていると思われる｡

ではドイツの場合はどうであろうか｡ ドイ

ツ人はイギリス人とは異なり､ 外来語を強く

意識して自国語と区別する傾向が強かったと

思われる｡ それはどこの国にも普通にあるよ

うな､ 外来語も掲載されている ｢国語辞典｣

的な存在がないことに如実に示されているよ

うである｡ 当然ドイツ語にも多くの外来語､

特に英語由来の外来語が多用されているし､

外来語を調べる必要がドイツ人にもある｡ し

かしそのような場合にはドイツ人は普通の国

語辞典である ｢ドイツ語辞典｣ は使用せず､

特に外来語だけを扱った ｢外来語辞典｣ を別

途使用するそうである｡ このようにドイツ人

は ｢国語辞典｣ と ｢外来語辞典｣ を使い分け

ている｡

さらにフランスの場合であるが､ フランス

人は過去のラテン文化の栄光に対するプライ

ドが強かったためか､ 外国語に対しては排他

的な態度をとってきたようだ｡ 特にフランス

は国策として ｢アカデミーフランセーズ (フ

ランス学士院)｣ による外来語､ 特に英語由

来の外来語の規制に努力してきた｡ しかしそ

の結果､ 加島の指摘通り､ ｢言葉の表現力の

衰退化につながった｣13) ことは否定できない

という大きなマイナス効果をもたらしたと考

えられる｡� ���������������
では日本における外来語に関するスタンス

はどんなものであろうか｡ 国語審議会の ｢第

二○期国語審議会 新しい時代に応じた国語

施策について｣ と題する審議経過報告の ｢国

際社会への対応に関すること｣ の項目の 四､

その他の (一) 外来語の増加や日本語の中で

の外来語の過度の使用の問題を取り上げてい

る｡ 即ち具体的には平成７年の文化庁の世論
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調査では､ 今以上に外来語や外国語が増える

ことについて､ ｢多少増えてもよい｣ が44.8

％と最も高く､ 以下､ ｢今以上には増えない

ほうがよい｣ が30.4％､ ｢いくら増えてもよ

い｣ が18.1％､ ｢減るほうがよい｣ が6.6％､

｢分らない｣ が５％となっていて､ 外来語の

増加に対しては､ それほど抵抗を感じていな

い人が多く､ 特に若い世代には増加容認の割

合が高いという結果を発表している｡ しかし

ながら次のような観点から日本語の中での外

来語・外国語の過度の使用については何らか

の歯止めが必要であるとする声も上がってい

るとしている｡ 即ち､

１. 同じような言葉が日本語にあるにもかか

わらず外来語・外国語を使うのは日本語の

軽視につながり日本語の伝統を崩すことに

なる｡

２. 外来語・外国語を使う傾向は特に若い世

代に強く､ こうした語の多用が世代間のコ

ミュニケーションにとって障害になる可能

性がある｡

３. 言語の意味から外れた誤った外来語使用

やいわゆる和製英語の濫用は避けるべきで

ある｡ 日本語を乱すだけではなく､ 日本人

の外国語学習にとっても障害となるなど､

の三点を挙げている｡ さらに､ まとめとし

て外来語・外国語の使用について次のアド

バイスを述べている｡ そのアドバイスを２

つにまとめると以下の趣旨となる｡ 即ち､

①国際化や新技術の開発などにより､ 日本

語の訳語より外来語・外国語がわかりや

すい場合には､ 必要に応じて､ 使用する

ことはいい｡ しかしそれらの安易な使用

は極力避けること

②外来語・外国語を使う場合は相手に配慮

し､ できる限り注釈等をつけること､ で

ある｡� ��������������������
以上和製英語を中心にして外来語とカタカ

ナ英語を考えてきたが､ これを踏まえてここ

ではカタカナ英語や和製英語が日本では､ ど

のような問題をもたらすと考えられているか､

さらにそれを将来､ どのような態度で対処し

ていくべきかに関して考えたい｡

既述したように､ 日本人の英語学習及び日

本における外国人留学生の日本語学習におけ

る和製英語の問題は存在する｡ なぜなら和製

英語を英語としてうっかり鵜呑みにして使用

してしまうリスクは常にあるし､ 一旦学習し

た英語を利用して日本語学習の効果を上げた

いと考える外国人留学生にとって､ 英語と異

なる和製英語の意味を覚えなおすのはかなり

の労力を要するからである｡ 特に最近の和製

英語は実に巧妙にできていて､ 即座に和製英

語と判別できないものまで出てきている｡ 例

えば ｢存在さえも確認されていない奇妙な動

物｣ を意味する ｢ユーマ｣ (日本人が考え出

した､ an unidentified mysterious animal

という英語からできた和製英語で実際の英語

はcryptid) などであり思わず英語として使

用してしまいそうである｡ また英語の正用法

ではない和製英語と英語の正用法をただカタ

カナ表記に著しただけの ｢カタカナ語｣ の見

分け方は思ったほど容易ではない｡ 例えば､

｢レベルアップ｣ は和製英語であるのに対し､

それによく似た ｢スケールアップ｣ は単なる

カタカナ語で英語の正用法としても成立する｡

また ｢スピードアップ｣ も英語の正用法であ

る｡ しかしその逆の意味で使用される､ ｢ス

ピードダウン｣ は和製英語で､ 英語ではslow

downと表現されなければならない｡ さらに

最近のカタカナ英語の中には一見すると和製

英語ではないかと疑いたくなるが実は ｢ワン

ストップサービス｣ などのように歴とした英

語である場合も少なくない｡ またさらに複雑

なことには､ ｢開店｣ を意味する ｢オープン｣

は多用されるカタカナ英語ではあるが､ 問題

はその反対の概念を意味する ｢閉店｣ の ｢ク

ローズ｣ はあまり使われない｡ このように､

カタカナ英語の使用一つを見てみてもかなり

のアンバランスとばらつきが見られる｡

ではこのような問題に対する対処方法であ

るが､ このような場合は日本語の優先的使用

が望ましいのではないだろうかと考えられる｡

即ち､ ｢レセプト｣ や ｢インフォームド・コ
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ンセント｣ などの安易なカタカナ語の使用は

避け､ 各々 ｢診療報酬明細書｣ や ｢治療説明

と同意｣ などとすることで､ 国語審議会の提

言通り､ 明示的な日本語試使用を優先すべき

だと思われる｡ しかしながら､ ｢レストラン｣

｢旅館｣､ ｢ごはん｣ ｢ライス｣ などは両方多用

されるのだが､ 日英両語で､ ニュアンスが異

なり､ 意味の分化が起き､ 使用される状況が

異なると考えられる場合も少なくない｡ また､

｢パラシュート｣ ｢落下傘｣ では､ 後者はほと

んど使用されず､ ほぼ廃語化もしくは死語化

していると考えられる｡ さらに､ ｢シーズン｣

｢季節｣ では意味の分化が起きているとほど

ではないものの､ ニュアンスがやや異なると

考えられる｡ このような場合には､ カタカナ

英語と本来の日本語の使用を使い分けていく

しか方法はないだろう｡ また､ カタカナ英語

が優勢に成りつつある中で､ 少数ではあるが

元来の日本語がその地位を守り続けているも

のもある｡ たとえば､ ｢レフリジレーター｣

や ｢フリッジ｣ とは言わず ｢冷蔵庫｣ が今な

お使われているし､ ｢洗濯機｣ の代わりに

｢ウオッシャー｣ はあまり使われない｡ この

ような場合には､ 強いてカタカナ英語を使う

と別のものを思い浮かべるなど意味の取り違

いも起こる可能性さえある｡ またこのような

技術面の分野ではなくても ｢ひまわり｣ はカ

タカナで ｢ヒマワリ｣ と表記されることはあっ

ても､ フェリーボートの名前として使われて

はいる ｢サンフラワー｣ というカタカナ英語

で言われることは少ない｡ このように､ 元来

の ｢日本語｣ と ｢カタカナ英語｣ の使用にお

ける相関関係の現状は複雑である｡ いずれに

せよ言語は簡単に規制しようとしてもできる

ものではないと思われるが､ 行き過ぎた傾向

やばらつきに対しては､ 国語審議会が合理的

な指導を打ち出すなどの動きが期待される｡� ����
以上みてきたように､ 特に和製英語の関し

ては､ 否定的な考えも強いようである｡ しか

し既述したように､ カタカナ英語や和製英語

は日本語を取り巻く､ 長い間に培われてきた

歴史的かつ社会的状況や日本人の国民性のみ

ならず日本語そのものの言語の持つ特徴に起

因するものと言える｡ さらに純然たる日本語

でさえもカタカナで表記することが普通になっ

ているものも多くある｡ 例えば動物､ 植物の

名前､ 食品名などは然りである｡ 例えば ｢豚｣

ではなく ｢ブタ｣､ ｢烏｣ ではなく ｢カラス｣､

｢茄子｣ ではなく ｢ナス｣､ ｢南瓜｣ ではなく

｢カボチャ｣､ ｢米｣ でなく ｢コメ｣ などであ

る｡ このように日本語自体の中に漢字ではな

くカタカナ表記にする大きな流れがあること

は否定できない｡ 従って､ いかにカタカナ英

語や和製英語を規制しようとしても言語とい

うものの本来性からして不可能であると考え

られ､ カタカナ語や和製英語が日本語に増え

続けるのは日本語の宿命とも思われる｡ また

世界のグローバル化､ 雇用のボーダーレス化､

英語の国際言語化などの中で､ 外来語､ カタ

カナ英語､ 和製英語を規制しようという動き

が単にナショナリズム的なものに基づくなら

ば説得力に欠けるものと考えざるを得ない｡

だとすれば､ 多少面倒ではあってもそれらを

系統的に研究し､ 英語学習に生かしていくの

が得策ではなかろうか｡ それ故筆者も今回の

小論を皮切りに今後もカタカナ英語・和製英

語を積極的に研究し学生の英語学習指導にお

ける一つの切り口としていきたいと痛感する

次第である｡
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